
実施計画事業評価

安心して住み続けられる地域再生事業 A

公有財産管理運営事業 -

教育施設整備事業 -

道路整備・管理事業 A

公園整備・管理事業 B

公共下水道事業 -

重要業績評価指標

総合戦略プロジェクト評価シート（平成28年度実績）
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０５
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担当部課等名 政策総務部　企画政策課

基本目標 安心なくらしを守り、住み続けられる地域をつくる

施策 公共施設の総合的なマネジメントとコンパクトさを活かした暮らしやすいまちづくり

プロジェクト 公共施設の総合的マネジメントプロジェクト

実施計画事業名 事務事業評価

０６

公共施設の総延床面積 67,824㎡
（平成27年度実績値）

67,506㎡以下
（平成31年度実績値）

指標名 基準値 目標値

成果や課題
（箇条書き）

・公共施設再配置・町有地有効活用実施計画の策定方針を策定し、平成29年度には
実施計画を策定するが、実現に向けては財源の確保が必要な事業もあり、課題となる。
・地域再生協議会は継続的に様々な活動を実施しているが、今後は自走できるような
仕組み作りが課題となる。
・道路及び公園の整備維持管理については、住民要望への対応における財源の確保
が課題となる。

総
合
評
価

Ⅰ：基本目標の達成に向け、講ずべき施策を構成するプロジェクトとして良好である
ため、引き続き推進する

Ⅱ：プロジェクトとしては順調に進行しているが、さらなる推進のためには、一
部、事業を改善する必要がある

Ⅲ：プロジェクト全体を見直す必要がある

Ⅳ：プロジェクトを休止・廃止する

説明

　基本目標の達成に向け、公共施設再配置・町有地有効活用実施計画策定方針を策定
し、次年度に策定する実施計画により計画的に事業を推進していく。また、二宮町公共施
設等総合管理計画に基づき、公共施設だけでなくインフラについても計画的に事業を推
進していく。

④休止・廃止

意見等
　今後のまちづくりを考える上で、公共施設やインフラを適切にマネジメントしていくことは
重要であるため、ＫＰＩの目標値や、基本目標に設定されている数値目標も意識しながら、
今後策定される実施計画等を着実に推進する。

今後の方向性

来年度に向けた
課題や意見等

　公共施設再配置・町有地有効活用については、策定方針に基づき、今後、10年間に実
施していく具体的な内容を実施計画としてとりまとめていく。その際には、様々な角度から
の視点で検討を行う必要があるため、町民ワークショップや町民意見募集などを実施して
いく必要がある。

評価者　[担当主管部長]

① 継続 ②一部改善 ③全面的な見直し

【参 考】（事務事業評価の評価指標）

Ａ：妥当性、有効性、効率性は良好のため現状維持

Ｂ：妥当性・有効性・効率性は良いが、さらに改善の余地がある

Ｃ：事業の見直しが必要 Ｄ：事業継続の必要性がない（休止・廃止）

該当評価に

レを入れてください


